










































































イザナギ、イザナミ神話も、すく くともその前半は洪水神話の断片と考えられはしないか。洪水の襲来 ために人類は絶滅し、ただ兄妹二人が生き残った、 してこの二人が結婚することによって人類または種族が繁栄するにいたった、という洪水神話の破片と見るべきものとおもう。しかもこの神話は、南シナ、東南アジア、また台湾さらに南方に分布の系統をもつことも明らかのようにおもう。
②
と述べ、さらにその注において。
洪水のために人間が死滅し、生き残った兄妹が、近親相姦の禁忌を儀礼によって解消して結婚し（最初儀法を行なわなかっ か、あるいは誤まったかしたために不具児を生む） 、子孫を生み、 くてまた種族が繁栄 彼らは種族の祖神となるという話は、南シナや東南アジア 濃く分布し、猺族、苗族、ロロ族、カチン族に見いだされるが、とくに苗族に顕著である。このほか台湾のアミ族、フィリッピン、セレベスの二 三 種族、クメール族、ヴェトナム族、また遠く中部印度ビル族からも報告されている。イザナギ、イザナミ神話は こ 洪水 の洪水の前段が脱落したものであることは明らかであろう。洪水のモチーフは、簡素な形で、八丈島の民間伝承から採集されている。
③








































よ姫の「さよ」に凝縮して象徴されていた であった。七一三年に『風土記』撰進の詔が全国に発令されたが、当時筑前国司であった憶良は隣国の『風土記』編集作業を間接・直接的 見聞きしていたに違いない。弟日姫子の恋愛相手が時の権力者の大伴金村の子息狭手彦であった事は、地元の旧末廬国の古老達の政治的判断であろう。キ・ミ神に関する創世神話が中央の大和政権に持っ 行かれ、そこで語られれば、同じ内容を旧末廬国 創世神話として語る事が許されなくなる。不遜な行為として、中央政界から咎められる。そこで、元来の末廬国 創世神話をねじ曲げて、キ神に相当するも を 狭手彦（その分身としての蛇男［実は父又は兄弟］ ）に見立て、ミ神に相当する人物を弟日姫子（山上憶良が古老達の心的葛藤を察 て元は末廬国の創世神話であった事 仄
ほの
めかす意味で「松



































































































































てが兄妹婚であったとす 中部・ のそれは、南西諸島を中心に分布する六四例の兄妹婚による創世神話との縁の深さを暗示して余りあ 。この南西諸島創世神話に関する詳細な分析も必要なのだ 今は紙幅が許さないため別稿に譲りたい。要は、日本列島に近親婚を伴うキ ミ神話を色濃く反映した三つのブロックが、祖
さへのかみ
神祭祀起























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は、来る事を拒否して遮 という二重の安全装置 司る神であった。こ 神が村内 あれば、村人の生命が護れないのである。また、屋内にあれば家族の生命を守る事ができず、皆殺しの憂き目にあう。基本的には、村境と屋敷の境の両方に据えられていたはずであ 、個々 屋敷境 より強く意識されたせいか、どの集落をまわって 村境の岐神は認識できなかっ 。本当は存在するのかもしれないが、少な とも近藤 調査では実感ないし体験できなかった。殆ど 屋敷の内外の境界で祀られていた。
大粟氏は「旧道の路傍」とか「本宅と納屋との間」 「田の端」 「畑の端」 「庭先のゴミ捨場のよう 所」で、 「位置
を神聖視して慎重に選定したと思わ な ものが多 」とされるが、これはあくまで現在の視点であり 祠または御神体建立当初の視点が脱け落ちている。苟
いやしく
も神を祀るわけであるから、それが今は旧道の路傍であっても、本宅
と納屋との間であっても、設立当初は立派な境界 ったはずである 近藤が実見し、古老 聞き取り調査をした事例総てには、いかにそこが畑 まん中であろうと端 ろうと やはり何らかの意味が付与され 場所であった。仮りにそこが「庭先のゴミ捨場のような所」 っても、最初か そのような場所であったと判断するのは早計ある。近藤も のような現場に二～三度遭遇した経験があるが、そ 世代交替による信仰の消失であり、元 意味を告げると驚き、逆に祀り方を尋ねられた次第 ある。何か 神サン 事は認識 つつも、信仰が薄れ 祀られなくなると、便利さを優 し、そ 前で家庭ゴミを積んで焼却 も殆ど抵抗を感じないのである。現代の視点で過去を判断してはなるまい。も さしが違う である。多くの岐神 近世以前から祀られたも り 少な
一五
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くとも百数十年以上は時間が経過している。この間、何度か家は建て替えられ、その家の栄枯盛衰は繰り返され、また家が絶えればその屋敷跡に別の人が家を建てて住む。同一の血脈であってもその世代により価値観 変わる。ましてそこに赤の他人が住めば、昔の石祠の意味も大きく違って当り前である。いくら岐神の祭祀場所を神聖視して慎重に選定しても、これを守るか否かは後継者の意志または心模様に左右され のが現実である。今、いくらゴミ捨場のような所ではあっても、元のその場 意味を見失っ はなるまい。
３の「社殿祠」についてではあるが、多くは石垣の壁面に横長四角であり奥行き四〇～五〇ｃｍ程の空間を形成





この場合でも、壁面に型枠で四角い空間を作り、生コンを流し込んで固めここに岐神を祀る場合が四例程あった（写真３参照） 。コンクリート時代になっても、オカマゴの思想は生き続け のである また、緑泥片岩の石組み 祠は最近は新たに形成されず、古 物が壊れ 後はコンクリート製の祠が目立つようになってきた。これも時代 流であろう。岐神は、こうやってし た 時代に適応しながら き残 行くの あった。
４の御神体としての丸石であるが、きっちり一二個また 一三個というのは近藤が調べた範囲では一例しかなかっ











































































を利用して、しっかりと御神体となる石を入手していた。そこら辺の河原に転がっている石とはやはり差別化されている。合掌して崇拝の対象となるためには、それなりの根拠が必要なのであろう。報告書の中で、御神体の について「この石は先人が造ったものか、拾っ きたものか実態はわからない」とあるが、近藤が見た限りで 人の手 加わったと想われる石は一つも見当たらなか た。
５の「祭日と供物」では、綿着につい




















































は新暦）に行なわれていたが、これは古老の記憶の中に稀にしか残っていなかった。綿着の三分の一か四分の一程度しか聞けなか た（写真５参照） 。また、 「幸木（斎木） 」は大晦日に岐神の祠に供えるものであったが、地域的偏りが目立った。主に阿川方面で聞く事が き 他 ではどこも既に行なっていなかった。この薪を下げてきて正月一五日の送り粥を炊く燃料にするという伝承が報告書に紹介されているが、四八地区で尋ねた結果、一例も見出し得なかった。現実は厳しいのである。現在は 一月一六日・一月一六日にこだわらず、正月やモンビ（ものの日＝神
かみ
事ごと

































































































































































































































































































厳粛な宗教性など理解できず、ただ性器の部分にのみ注目し、無邪気に囃し立てていたに違いない。 「兒童猥雑」はこの事を指す。今 言えば、小学生低年学 世代であろうか。いつの時代も、子供の反応は変わらないものである。これに対し、大人達は大まじめであり、或者は慇懃に礼拝 、また或者は幣帛を厳かに捧げ祀り、また或者は香花を恭
うやうや
しく手向けるのであった。この辺の、岐神に対する子供と大人の正反対の姿勢にしっかりと注目しておか

















































































































し、先人の祭祀手順は形骸化しているもののまだ辛うじて残されていた。 「祥」とは「めだたいきざし」とか「災いの前ぶれ」 いう意味を持つが、か ては皆殺しにされるのか、何とか生き残れるのかの祥
きざし
を受け取るための極め






























































































































































































































































































神伝承とほぼ同一である。現在の住所は徳島市一宮町舟戸 称しているが、以前は名東郡上八万村に属し、それ以前の近世は名東郡一宮村であった。 『阿波志』にも名東郡の事柄として「船盡祠」 「船渡神」が記されているの ある。細部の数々の疑問点は後 詰めるとして、名東
4
郡一宮村の「船盡祠」はベースに神山町内とほぼ同一の岐神信















するものの、ベースの部分は「歯の辻神社」と称され歯痛 治す神であり 岐神信仰と 全く関連 ない。この辺は、どちらが真正の船盡社であるかを判断する重要な基準と る め 明確 把握しておきたい。
さて、時系列に並べれば『阿波志』の次には一八七〇年（明治三）成立の生島繁高著『忌部社考略記』 （以下、略


















































































































































詳述するが阿波国内に一〇〇〇祠以上分布する岐神の総本社としての徳島市一宮町舟戸に鎮座する船盡比咩神社の偽物であった。 『三代実録』 記され、貞観一四年（八七二）に従五位下に昇叙された名誉な神社であるため、一宮に対抗 広野村の羽辻大明神が「船盡宮」を標榜して本家争いを展開する だった（写真８参照） 。一宮の方は、舟戸地区 住民の氏神であり、オフナトサンと愛称されている。まさに船盡比咩神社の面目躍如たるものがある。加えて、子沢山（一一人）の神であり、祭礼も一一月一六日であり、地元の岐神信仰を明確に反映している。
一方、広野の船盡神社は羽辻（現在は「歯辻」と表























































































とは栗田らしくない。恐らく、彼は現地に一度も足を運ぶことなく、何かの記録を元にしてこの項を記したろう。 「日本木村」の「日」は「二」の間違いであり、二本木村を貫流する川 無く、従っ 村 川上に船盡宮 あり得ない 正しくは、鮎喰川右岸の二本木村内とすべき あ 揺拝所であるため高さ一ｍ程 木造の小祠しかなく、ここに慶長一二年の棟札 保管されて るとは到底考えら な 。

























のである。栗田は、生島が阿波国在住の現役 神職 あるため、この人の書い 船盡比咩神社の記事なら間違いないと踏み、飛び付いたものであろ が、相手が悪かった。先に、広野と入田 村境に二本木という地名があって、そこに「羽辻大明神という社あり」とい 生島 言及 対し、そんな事実は無い事を指摘してお た。栗田は、生島が一歩も現地に立たずに作文したとも知らず、ａ
の如く羽辻大明神（船盡比咩神社の別称）が二本木にある事を
信用し切るのであった。加えて、そ 文末に二本木村 「川上 」とまで述べてい 。二本木村 川は流れていないし、二本木村の船盡宮は広野の船盡宮の遥拝所であるため、木祠で高さ一ｍ程の粗末な社
やしろ
である。栗田は現


























































































































































るから、 「羽辻大明神」と称しても間違いではないのだが、これは地名に即した名前なので正確ではない。敢えて地名を冠するならば、 「入田村明神」または「二本木大明神」とすべきであろう。加えて、木造小祠の遥拝所を本宮と勘違いしており、 『志料』の根本的誤りを訂正 きて ない。吉田もまた、栗田と同じく現地を観察する事なく文献操作に終始 たため 結果的には栗田 同じ轍を踏まざるを得なかった。
唯一の進歩は、 「一説船尽宮は一宮村に在りとも、又広野村（今阿野村）にも在りとも云ふ、併に入田を去る遠か















































叙したのであった。貞観年間に、広野村の歯ノ辻 おい 歯痛を治す「歯の辻大明神」があったか否か極めて疑わしい。先に詳述した如く、元は「羽辻」と表記していたが、近 後期に って歯が抜けた老人に歯が生えたとする奇瑞により、 「歯辻」に書き改められた であった。ま 、 「慶長十二年棟札文」の記事は極めて怪 い内容であり、山伏の「旧記」に記されているらしいと 伝聞体であった。一宮村船盡神社（通称オフナッツァン） 誉のためにも、本来の流れを明確 しておくべきである。羽辻大明神の方は 後期以降字が「羽」から「歯」 変
五四
近　藤　直　也 125












































































































































する。オフナツサンという名称、供物を供えた後の振り返る事なく静かに家に帰る事の決まり、その理由を「神様に沢山の子があって、大きな声をすると、神様がおあがりにな ことが出来ない」とする事など、以上 三点は神山町の伝承ではない かと疑いたくなる程酷似している。神山町では、大声によって一二人の子神が一度に目を覚まし、供物を全部食べてしまう 説明するが、目 覚ます事への言及が福原では無か た。これは、前後の文脈から推せば自然と導き出せるような仕掛けになっており、言わずも なという であろう。
また、振り向く事の禁忌があったが、これ 他地区では見られない福原だけの伝承であった。岐神は、供物を食








































































足せず、一歩踏み込んだ形の『延喜式 所載の如き『 「忌部神社」略縁起』 なければ らない必然性があったのある。西端山所在の由緒怪しい五 神社が元 忌部神社などではなく、こちら 崎にある神 こそが正統な「忌部神社」である事を主張したいため、表題と頭書を敢えて違えて記す であった。
さてこの「天日鷲宮略縁起」形成の経緯であるが、池上氏は「麻生家所蔵ノ文書ヲ其儘記述シタ」とあり、相当



















































































タギとして姿を表わ みであり そ 出典は偶然にもこ 『板野郡誌』なのであった。この点からも、綿着の分布範囲の狭さを実証し得る。他府県はおろか同一県内においても、この地域を外
はず
れればワタギと称してもその真意










































































































































































































































































































　（下） 」 、 『郷土阿波
　
二巻三号』所収、一九三六年一一月刊、三一二頁。
㉞

㉝に同じ。
㉟

民俗学研究所編『綜合日本民俗語彙』 、一九五六年三月刊、 七四六～一七四七頁。
